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我々はこれまでに、シロイヌナズナ花茎を部分的に切断すると、7日後には切断された髄組織は細胞分裂により強固に再接着す

ることを報告しています。また、シロイヌナズナ切断花茎の組織癒合に必須な2種類の転写因子を同定し、傷の上部ではオーキ

シンの蓄積によりANAC071が誘導され、傷の下部ではオーキシンの枯渇によってRAP2.6Lが誘導されること、RAP2.6Lの発

現はジャスモン酸(JA)によっても促進的に制御されることを示しました（Asahina et al, 2011）また、シロイヌナズナの胚軸

間接ぎ木においても、オーキシンとANAC071・ANAC 089が維管束組織の細胞分裂の開始に重要な因子であること報告もして

います（Matsuoka et al, 2017）。本研究では、組織癒合に関わるもう一つの因子であるRAP2.6Lと、その発現を調節すると

考えられるJAに注目した解析を行い、これらの胚軸間接ぎ木への機能を明らかにすることを目的として行いました。その結

果、JAとRAP2.6L遺伝子は傷害や胚軸間接ぎ木の過程で誘導されてくるものの、癒合過程で生じる細胞増殖には直接関与して

いないことが明らかとなりました。この結果は、傷害応答と傷害治癒に対する植物ホルモンの機能解明に繋がるだけでなく、

接ぎ木技術への応用も期待できます。
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RAP2.6L and jasmonic acid–responsive genes are expressed upon Arabidopsis hypocotyl grafting but are not

needed for cell proliferation related to healing.
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